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高性能熱交換型換気装置の開発 
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換気負荷（外気負荷）の低減や室内給気の吹出しの

冷気流による不快感の緩和には、高効率な熱交換器の

利用は有効な手段です。しかし、高効率化は、外気が

低温となる時期の熱交換器の凍結も発生しやすくな

ります。したがって、寒冷地で使用する熱交換器を高

効率化するためには耐凍結性も向上することが必要

です。 

 本研究では、外気負荷低減のため、省エネルギー性

に優れ、熱効率、換気量などの長期性能信頼性が高い

熱交換型換気装置を開発することを目的としていま

す。 

図 1 耐凍結性についての促進試験装置概要 
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図２ 熱交換器の凍結性比較 

本研究では、まず、熱交換器の耐凍結性の実験室に

おける試験方法を確立します。次に、試験を行いなが

ら、高効率で耐凍結性に優れた熱交換器を検討しま

す。最後に、試作器を開発し、フィールドで性能を評

価します。 

今年度は、実験室で熱交換器の耐凍結性の比較実験

を行いながら、試験方法を検討しました。 

熱交換器の耐凍結性試験方法を検討した結果、熱交換器を通す風量を一定にし、熱交換器の前後の

圧力の増加率で耐凍結性を評価できる方法を確立しました。 

次年度は、さらに耐凍結性に優れていると予測される熱交換器を検討し、試験を行う予定です。そ

の結果を基に試作器を開発し、冬季にフィールド実験を行う予定です。 

  

北方建築総合研究所（担当部科） 
環境科学部 

共同研究機関
三菱電機㈱ 


